
    令和５年度事業方針並びに事業報告                        

 

１ 基本方針（定款「第１章 第３条 目的」参照） 

 

  この法人は、広く高等学校教育に就こうとする者に対し、勤労と修学に対する正しい信念を確立させ、教育

の水準並びに心身の健全育成、品格ある人間性の向上を図るため、全国高等学校の定時制及び通信制教育(以下

「定通教育」という)振興の諸事業に対する助成、調査研究、健全育成に関する事業等を行い、もって全国高等

学校定時制通信制教育の向上と発展に寄与することを目的とする。 

 

２ 事   業（定款「第１章 第４条 事業」参照） 

 

    (１) 定通教育に関する体育、文化・芸術及びその他諸大会の開催並びに助成。 

   (２) 定通教育に関する図書および印刷物の刊行。 

   (３) 定通教育に関する調査研究並びに助成。   

    (４) 定通教育に関する関係団体との提携並びに後援。 

   (５) その他この法人の公益目的を達成するために必要な事業を行う。 

  ２ 前項の事業については、全国において行うものとする。 

 

３  事業報告 

  

１） 第74回全国高等学校定時制通信制教育振興会大会岡山大会の開催 

       期  日 令和５年８月３日(木)～４日(金) 

     会  場 岡山県ピュアリティまきび 

           所在地：７００－０９０７ 岡山市北区下石井２－６－４１ 

          電 話：０８６－２３２－０５１１     FAX: ０８６－２２４－２９９５ 

      研究協議 「新学習指導要綱を踏まえた「生きる力」を育む定通教育の振興を目指して」 

          発表担当地区  近畿支部、関東支部、東京支部、四国支部、 

       目   的  全国高等学校定時制通信制教育の諸課題を踏まえ、新たな方向及び可能性について研究協議 

を行い、全国都道府県の連携のもと、定時制通信制教育の一層の振興を図る。 

        大会ﾃｰﾏ   「『晴れの国おかやま』から発信 ～全ての生徒の可能性を引き出す定通教育の推進～」 

       事 務 局 岡山県立烏城高等学校 

           〒７００－００１６ 岡山市北区伊島町３－１－１ 

           電話：０８６－２５１－９７５５(代表) 

FAX : ０８６－２５１－９７５７ 

 

 ２）機関紙 「定通教育」新聞の発行・配布 

      目  的  定通教育に関する各団体の情報、学校紹介などを掲載、関係機関に配布し、定通教育の改善に 

役だてる。 

      発行時期  ６月２５日   ２２８号  ４ページ立て                         

        ９月２５日  ２２９号 ４ペ－ジ立て  

        １月 １日  ２２７号 ４ペ－ジ立て(名刺掲載)年1回、４、５００部／１回 を発行。 

全国定時制通信制高等学校、全国定通制高等学校長会、全国高等学校定通制教頭・副校長協 

会、全国高等学校通信制教育研究会、関係国会議員、関係官庁その他関係団体等広く配布 

（各学校等には各県振興会を通じて配布） 

 

 ３）各支部との密接な連携を図る 

    １ 各支部との密接な連携のもと、公益財団法人全国高等学校定時制通信制教育振興会の一層の組織強化に 

努める。 

  ２ 公益財団法人全国高等学校定時制通信制教育振興会本部と全国１０支部との意思の疎通を図り情報連絡

を密に、招聘に対し可能な限り支部大会並びに研究協議会等に参加し全国的情報の共有化を図り定時制 

通信制教育の更なる振興に資する。 

 



 ４）定時制通信制教育予算の獲得に努める 

    １ 国庫予算復活の要望書を文部科学大臣・衆参文教関係委員・文部科学省へ提出する。 

  ２ 税源移譲が行われたことから、都道府県教育委員会等への陳情を支援する。 

  ３ 各種事業に対する補助金、助成金等の獲得に努力する。 

    ４ 公益財団法人に認可されたことにより、寄附金、賛助金の拠出者を募る事に努める。 

 

 ５）関連諸団体との連携強化を図る 

     文部科学省、厚生労働省等関係官庁、全国定時制通信制高等学校長会、全国高等学校定時制通信制教頭・ 

副校長協会、全国高等学校通信制教育研究会他との連携強化を図り、定時制通信制教育の振興・充実に努 

める。 

 

４ 文化的事業の報告 

   

  １）第７１回全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会 

        ～定通高校生の青春メッセ－ジ～ 

      目  的  学校生活を通して学んだ貴重な体験を発表し、多くの視聴者に共感と励ましを与え、定通制生 

徒に対する理解を深める。青少年の健全育成の一助に資する。 

      日  時  令和５年11月19日(日) 午前９時～午後５時 

      会  場  六本木ヒルズ ハリウッドプラザ    

         (地下鉄日比谷線「六本木」駅・大江戸線「六本木」駅下車 徒歩約３分) 

         〒106-8541 東京都港区六本木６－４－１ 六本木ヒルズ 

         ハリウッドビューティ専門学校教室及び講堂   

  

 ２）集録「誇りある青春」第４６集発行と配布 

       目  的  第７１回全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会での60名の発表内容を、全国定通

高校生による青春メッセ－ジとして「誇りある青春」の１冊の本に集録したものである。進路

指導やホームルーム指導、不登校生との生活指導など広く青少年の健全育成の指導本として役

立てる。 

       発  行  令和６年３月１日発行   発行部数  2,100部(各県振を通じて配布) 

 

３）手記集「燦々の太陽を求めて」第２７集の発行と配布 

     目  的 定通制高校を卒業し実社会で活動している諸氏の、苦しく困難な過程を経験し現在があるとい 

う貴重な体験談なり人生訓なりを、後輩の定通生に伝えると共に広く青少年の健全育成に資 

することを目的にする。不登校生の指導書として利用される。 

           ８月末原稿締め切り、９月初め初校を執筆者に依頼 

    発  行 １２月中旬最終校正、３月下旬発行予定  

         （発行部数 2,100部を予定 各高等学校、関係機関等へ配布）  

執筆者の原稿が集まらず校正等にも時間が掛かり当初の予定通りに進まず大幅に遅れて３月

下旬の発行となってしまう。文化放送のお昼の時間に放送される。 

 

   ４）優秀生徒の表彰 

       目  的  本人の努力を称え励まし賞揚して、向学の指針とする。 

       時  期  高等学校の卒業式または修了式において卒業生を対象に表彰状を授与する。 

       推薦人数  一課程卒業生１０名以下の高等学校は１名、 

         一課程卒業生１０名以上の高等学校は２名を原則、 

         一課程卒業生５０名以上の高等学校は最高３名の推薦を依頼する。 

         推薦人数を厳守しているが、近年各高等学校から表彰推薦希望者が増え、特に成績優秀生徒 

等に希望者が多く成って来ている。 

 

☆成績優秀生徒 ６９０名、部活動生徒 ２５３名、生徒会活動生徒 ４１６名、合計１、３５９名、 

令和６年３月３１日現在総受賞者 １１３、７４７名になります。 

 



 ５ 体育的事業の報告 

 

  １）全国的なスポーツ大会の開催 （公財）ＪＫＡ補助事業 

   全国高等学校定時制通信制体育大会 

      目  的 スポーツ大会を通じて青少年の心身の健全育成に資するため、全国高等学校定時制通信制高校

に学ぶ生徒の「全国的なスポーツ大会の開催」を行い、もって公益の増進に寄与する。 

 

  ２) 事業の計画  

    「全国的なスポーツ大会の開催」は、（公財）ＪＫＡの補助事業で全国の定時制通信制高校生徒を対象

と当法人が主催し、（公財）全国高等学校体育連盟定時制通信制部会と共催で実施する。後援団体には、

文部科学省(スポーツ庁)、厚生労働省、日本放送協会、テレビ朝日、朝日新聞社、日刊スポ－ツ新聞社、

（公財）日本体育協会、（公財）石澤奨学会、 

（令和５年度補助金査定，２２,３６９,０００円） 

 

(1) 競技の種目・競技日程・競技場         

競技種目 日 程(予定)  日 程(予定) 主な競技場 

① 第70回軟式野球大会 8月16日（水） ～ 19日（土） 明治神宮球場他 

② 第58回陸上競技大会 8月10日（木） ～ 13日（日） 駒沢陸上競技場 

③ 第58回自転車競技大会 8月20日（日） ～ 21日（月） ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

④ 第56回卓球大会 8月 8日（火） ～ 10日（木） 駒沢屋内球技場 

⑤ 第56回ソフトテニス大会 8月 8日（火） ～ 10日（木） 有明テニスの森公園 

⑥ 第54回柔道大会 8月 6日（日）   講道館 

⑦ 第54回剣道大会 8月 7日（月）   日本武道館 

⑧ 第50回バレーボール大会 8月 1日（火） ～ 5日（土） ひらつかアリーナ 

⑨ 第33回バスケットボール大会 8月 2日（水） ～ 5日（土） 東京体育館 

⑩ 第33回サッカー大会 7月28日（金） ～ 7月1日（火） 清水総合運動公園他 

⑪ 第25回バドミントン大会 8月15日（火） ～ 18日（金） 小田原アリーナ 

  

 (2) 事業の収支決算（単位：円） 

 

補助金総額 自己負担金総額 合      計 

21,108,672 13,582,321 34,690,993 

 

☆事業の収支決算 

 

        競  技  種  目 補 助 金 自己負担金 合  計 

① 第７０回軟式野球大会 

② 第５８回陸上競技大会 

③ 第５８回自転車競技大会 

④ 第５６回卓球大会 

⑤ 第５６回ソフトテニス大会 

⑥ 第５４回柔道大会 

⑦ 第５４回剣道大会 

⑧ 第５０回バレーボール大会 

⑨ 第３３回バスケットボール大会 

⑩ 第３３回サッカー大会 

⑪ 第２５回バドミントン大会 

4,284,000 

2,924,734 

1,606,134 

1,211,000 

1,039,000 

1,748,000 

1,110,000 

1,489,400 

2,396,404 

919,000 

2,381,000 

    2,698,861 

1,737,518 

      876,404 

    1,047,445 

      568,100 

    1,025,520 

    1,158,121 

      921,250 

    1,425,812 

      757,730 

1,354,960 

6,982,861 

     4,662,252 

     2,482,538 

2,258,445 

     1,607,100 

2,773,520 

     2,268,121 

     2,411,250 

     3,832,216 

     1,676,730 

     3,735,960 

    １１種目合計    21,108,672  13,582,321      34,690,993 

 


